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『金融不祥事と内部管理』
- 銀行の組織風土 を問 う-
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468 国際経営論集 NO.23 2002 
次に第 9章大和事件，第10章第一勧銀の
両事件は，企業不祥事の中で，最も重くか
っ決してあってはならない経営者の不正を
はじめ，従業員不正，組織不正の典型とし
て，これを検証している。すなわち，第 9
章は，現地採用行員の不正看過に端を発し
たいわゆる組織ぐるみの不正隠蔽，大蔵省
を巻き込んでの米国撤退に至った事件であ
る。これは， I従業員不正Jから， I組織不
正J，I経営者不正」へと発展した内部管理
上の重大事件といえる。
第10章は， I深淵・第一勧銀頭取達の犯
罪」ーーなぜ避けられなかったのか? 究
極の経営者不正一ーでは，野村謹券・総会
屋事件から明るみにでた歴代第一勧銀首脳
の「呪縛jの構図がもたらした悲劇的な結
末と，一連の問題が歴代頭取達による犯罪
行為であること (経営者不正)が明らかに
なり，結果として組織不正につながった重
大事件である。ここでは，事件発生とその
経過，検察冒頭陳述の内容，見え隠れする
様々な問題，一勧首脳がはまった陥穿，の
4節にEって分析・検証している。執筆者
は「あとがきJにおいて，本書ではふれな
かった97年以降の様々な金融重要事件に触
れ， I金融不祥事は跡を絶たないjとの実
感を述べている。前述のとおり，執筆者は
元銀行員であり，本書を世に出すにあたり，
ご自身相当のプレッシャーを感じ，また遼
巡されたものと推察するが，あえて，公表
された主眼は，金融機関の「内部管理が軽
視される組織風土jに対して，その問題点
を指摘するとともに，金融不祥事の未然防
止策と今後の指針を明示するところにある
と思われる。その真意は， I金融機関への
深い思いやりjでは，と解している。本書
は金融関係経営者及び内部監査に関係する
方々が必読すべき真の警告書として推薦す
る。 以上
